
選定SGS診断結果

溶液中で磁石用レアアースに富む
。浅部で反復。
選定した2025年トレンチ4区間と後続の2-3 mオーガー1区間で161-278 mg/kg
MREOを示した。溶液中DREOに占めるMREOは42-48%。

共通の診断法

SGS ICM694 | 0.5 M 硫酸アンモニウム | 公称pH 4 | 30分 | 診断試験、未最適化

共通スケール上の5浅部区間 溶液中のMREO＋その他REO、mg/kg
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PT-34
0-1 m

161 383 41.9%
磁石用レアアース
比率

PT-34
1-2 m

240 578 41.6%
磁石用レアアース
比率

PT-36
0-1 m

278 667 41.6%
磁石用レアアース
比率

PT-42
0-1 m

167 383 43.6%
磁石用レアアース
比率

MAV_AD_0002
2-3 m

237 492 48.1%
磁石用レアアース
比率

連続する2
メートル区間

地表から

溶液中MREO 溶液中のその他REO 末端ラベル＝DREO合計

レアアース組成に占める磁石用レアアース比率

溶解したレアアース組成では、磁石用レアアースの比重が高まった。

組成比較であり、回収率ではない

原試料 - MREO / TREO

診断溶液 - MREO / DREO
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選定診断結果。DREO＝酸化物換算で表した脱着可能REO合計。MREOはNd、Pr、Dy、Tbの酸化物から成る。

数値は試験所報告ベースのmg/kgであり、回収率ではない。比率は丸め前の酸化物合計を使用。オーガー結果は後続キャンペーンによる。 出典：SGS GQ2509210 / GQ2509212 / GQ2514244 / GQ2515205


